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京
都
大
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
研
究
財
団

は
、
自
分
の
血
液
か
ら
人
工
多

能
性
幹
細
胞
（
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
）
を

低
価
格
で
作
り
、
再
生
医
療
へ

の
利
用
を
目
指
す
施
設
「
Ｙ
ａ
ｎ

ａ
ｉ

ｍ
ｙ

ｉ
Ｐ
Ｓ
製
作
所
」
の

開
所
に
伴
う
記
者
会
見
を
開
き

５
月
末
に
臨
床
研
究
用
の
細
胞

を
製
造
す
る
施
設
と
し
て
国
の

許
可
を
受
け
本
格
稼
働
す
る
。

施
設
は
大
阪
市
北
区
の
複
合
施

設
「
中
之
島
ク
ロ
ス
」
内
に
あ
り
、

「
ユ
ニ
ク
ロ
」
を
展
開
す
る

フ
ァ
ー
ス
ト
リ
テ
イ
リ
ン
グ
の

柳
井
正
会
長
兼
社
長
か
ら
の
寄

付
を
基
に
設
置
。
会
見
に
は
、
柳

井
氏
と
山
中
伸
弥
・
京
大
教
授

が
登
壇
。
山
中
教
授
は
「
こ
れ
か

ら
が
本
番
。
（
将
来
的
に
）
症
例

数
を
重
ね
て
国
の
承
認
を
得
て

い
く
必
要
が
あ
る
」
と
説
明
す

る
。

難
病
患
者
の
家
族
は
、
市
販
薬
と
効

能
や
リ
ス
ク
が
似
た
「
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似

薬
」
の
公
的
医
療
保
険
適
用
を
継
続

す
る
よ
う
求
め
る
署
名
約
８
万
５
千

人
分
を
厚
労
省
に
提
出
。
政
府
は
保

険
適
用
見
直
し
を
検
討
す
る
方
針
を

示
し
て
お
り
、
適
用
外
と
な
れ
ば
１

～
３
割
で
済
ん
で
い
る
患
者
の
自
己

負
担
が
大
幅
に
増
え
る
。

家
族
は
「
病
気
を
抱
え
て
必
死
に
生

活
す
る
人
の
暮
ら
し
を
想
像
し
て
ほ

し
い
」
と
訴
え
た
。
難
病
の
大
藤
龍

之
助
さ
ん
（
２
２
）
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
署
名
を
呼
び
か
け
る
。
魚
の
う

ろ
こ
の
よ
う
に
皮
膚
が
硬
く
な
り
、

は
が
れ
落
ち
る
「
魚
鱗
癬
」を
生
ま
れ

つ
き
抱
え
る
。
肌
の
塗
り
薬
ヒ
ル
ド

イ
ド
（
５
０
グ
ラ
ム
入
り
）
を
毎
月
３

０
本
以
上
処
方
さ
れ
る
な
ど
３
種
類

の
薬
を
使
っ
て
い
る
。
適
用
外
と
な

れ
ば
、
月
２
千
～
３
千
円
の
医
療
費

が
薬
代
だ
け
で
９
万
円
を
超
え
る
見

込
み
。
署
名
を
提
出
し
た
母
Ｔ
子
さ

ん
は
「
薬
は
息
子
の
日
常
生
活
に
欠

か
せ
ず
、
不
安
し
か
な
い
」と
話
し
た
。

署
名
に
は
、
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
や

ぜ
ん
そ
く
、
腎
不
全
、
が
ん
な
ど
の

患
者
も
応
じ
た
。
日
本
医
師
会
な
ど

は
受
診
控
え
が
広
が
り
、
健
康
被
害

が
生
じ
る
恐
れ
が
あ
る
と
懸
念
し
て

い
る
。

今
年
３
月
ま
で
の
全
国
導
入
を
目
指

し
て
い
た
電
子
処
方
箋
に
関
し
、
厚
労

省
は
、
患
者
の
医
療
情
報
を
共
有
す

る
電
子
カ
ル
テ
と
一
体
的
な
導
入
を

進
め
る
方
針
を
明
ら
か
に
し
、
目
標

時
期
は
遅
く
と
も
２
０
３
０
年
と
し

て
い
る
。
医
療
機
関
で
の
導
入
が
低
調

な
た
め
目
標
を
見
直
し
た
。
厚
労
省

に
よ
る
と
、
電
子
処
方
箋
の
導
入
率

は
６
月
下
旬
時
点
で
３
３
．
０
％
。
施

設
別
で
は
病
院
１
３
．
４
％
、
医
科
診

療
所
１
９
．
６
％
、
歯
科
診
療
所
４
．

７
％
、
薬
局
８
２
．
５
％
。
電
子
カ
ル

テ
を
利
用
し
て
い
る
医
療
機
関
は
電

子
処
方
箋
の
導
入
率
が
高
い
と
す
る

調
査
結
果
な
ど
を
踏
ま
え
、
一
体
的

な
導
入
を
促
進
す
る
。

今月の１枚

「タマスダレ」

電
子
処
方
箋
２
０
３
０
年
ま
で
に
導
入

訪
問
介
護
事
業
所
１
０
７
町
村
で
ゼ
ロ

訪
問
看
護
中
に
患
者
ら
か
ら
受

け
た
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

（
カ
ス
ハ
ラ
）
の
有
無
な
ど
に
つ

い
て
業
界
団
体
が
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
調
査
し
た

結
果
、
回
答
を
寄
せ
た
２
６
２

８
事
業
所
の
う
ち
６
割
超
が
「あ

る
」
と
答
え
た
こ
と
が
分
か
る
。

威
圧
的
な
言
動
に
よ
る
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
が
多
か
っ
た
が
、
全
体
の

１
７
・
２
％
（４
５
２
事
業
所
）
は

実
際
に
患
者
ら
か
ら
暴
力
を
受

け
た
と
回
答
。
専
門
家
は
「
被
害

が
潜
在
化
し
て
い
る
可
能
性
が

あ
り
、
氷
山
の
一
角
で
は
な
い

か
」と
対
策
の
必
要
性
を
訴
え
て

い
る
。
大
阪
市
西
成
区
で
４
月
、

訪
問
看
護
中
の
２
０
代
女
性
が

患
者
に
切
り
付
け
ら
れ
た
事
件

が
あ
っ
た
こ
と
を
受
け
、
「
日
本

訪
問
看
護
財
団
」
（
東
京
）
な
ど

が
調
査
を
実
施
。
４
月
中
旬
に

求人のお知らせ 当社では新しい仲間を募集しています。
詳しくはQRコードをチェック！

ヘ
ル
パ
ー
が
高
齢
者
宅
を
訪
れ
て

身
の
回
り
の
世
話
を
す
る
訪
問
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
事
業
所

が
ゼ
ロ
の
自
治
体
が
、
２
０
２
４
年

末
時
点
で
３
２
都
道
府
県
の
１
０

７
町
村
に
上
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

人
口
減
少
や
高
齢
化
が
進
む
中
山

間
地
や
離
島
の
自
治
体
が
目
立
っ

た
。
物
価
高
な
ど
に
伴
う
経
営
難

や
ヘ
ル
パ
ー
不
足
が
影
響
し
た
と

み
ら
れ
る
。
団
塊
世
代
が
７
５
歳

以
上
と
な
り
、
介
護
需
要
が
高
ま

る
中
、
過
疎
地
で
の
サ
ー
ビ
ス
提
供

の
脆
弱
さ
が
浮
き
彫
り
と
な
る
。

利
用
者
が
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
ら
れ
な
い
状
況
を
避
け
る
た
め

に
も
、
事
業
所
の
広
域
連
携
や
経
営
の

効
率
化
を
進
め
る
こ
と
が
有
効
と
の

指
摘
が
あ
り
、
行
政
に
よ
る
支
援
の
強

化
が
求
め
ら
れ
る
。
人
手
を
確
保
す
る

た
め
ヘ
ル
パ
ー
の
賃
上
げ
な
ど
待
遇

改
善
も
重
要
と
な
る
。

厚
労
省
が
公
表
し
て
い
る
事
業
所
の

全
国
一
覧
に
基
づ
き
集
計
。
訪
問
介

護
事
業
所
が
ゼ
ロ
の
自
治
体
は
２
２

年
末
は
９
３
町
村
、
２
３
年
末
は
９
７

町
村
で
増
加
傾
向
に
あ
る
。
２
４
年
末

の
１
０
７
町
村
を
都
道
府
県
別
で
見

る
と
、
北
海
道
の
１
４
町
村
が
最
も
多

く
、
長
野
１
０
町
村
、
沖
縄
１
０
町
村
、

福
島
８
町
村
、
高
知
８
町
村
が
続
い

た
。

訪
問
看
護
、
カ
ス
ハ
ラ
受
け
た

「マ
イ
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
」提
供
に
意
欲

保
険
適
用
継
続
求
め
署
名
提
出
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬

質
問
を
送
り
、
２
６
２
８
事
業

所
か
ら
回
答
を
得
、
６
４
・

２
％
に
当
た
る
１
６
８
７
事

業
所
が
「
職
員
か
ら
、
過
去
に

患
者
や
そ
の
家
族
か
ら
カ
ス

ハ
ラ
を
受
け
た
と
の
報
告
が

あ
っ
た
」
と
す
る
。
「
な
し
」
は

９
４
１
事
業
所
。
具
体
的
な
内

容
を
複
数
回
答
で
尋
ね
る
と
、

怒
鳴
る
な
ど
の
「
威
圧
的
な
言

動
」
が
最
多
の
１
４
３
９
事
業

所
だ
っ
た
。

保
険
証
期
限
切
れ
で
も
１
０
割
負
担
求
め
ず

厚
労
省
は
、
有
効
期
限
の
切
れ
た
健
康

保
険
証
だ
け
を
持
参
し
て
医
療
機
関
で

受
診
し
た
場
合
も
、
保
険
資
格
を
確
認

で
き
れ
ば
１
０
割
負
担
を
求
め
な
い
と

明
ら
か
に
し
た
。
マ
イ
ナ
保
険
証
へ
の

移
行
に
伴
い
、
す
で
に
期
限
の
更
新
が

で
き
な
く
な
っ
て
お
り
、
窓
口
の
混
乱

回
避
が
狙
い
。
来
年
３
月

ま
で
の
暫
定
措
置
と
し
て

い
る
。
日
本
医
師
会
な
ど

に
周
知
し
た
。

サンメディカルの
取り組み紹介！

当社では、訪問時の
透明性を図る目的で
スマートフォンを使用
し、訪問時間・場所の管理をし
ています。施術者は患者様の目
の前で「施術開始」と「施術終
了」の操作を行っております。



真夏の自転車走行に備える！〜暑さ・日差し対策完全ガイド〜

熱中症・紫外線を防ぎながら、安全＆快適なライドを

◇気温35℃を超える炎天下では体温調節が困難に

◇直射日光で肌ダメージ・熱中症のリスク増大

◇長時間走行で水分・塩分が急速に失われる

◇「対策なし」での走行は非常に危険！

→ だからこそ、事前の準備と装備が重要です

対策①：体温調節・水分補給 対策②：時間・ルートの工夫

✓ 準備8割、対策が命を守る！
✓ 水分・塩分・遮熱の3点セットを忘れずに
✓ 無理は禁物！異変を感じたらすぐ休憩！

◎冷感ウェアや吸汗速乾素材を着用
◎ツバ広の通気性キャップ＋ヘルメットインナーキャップ
◎UVカットサングラスで目を保護 ＊薄色レンズがおススメ！

◎通気性のあるグローブで手の火傷防止
◎アームカバー・レッグカバーで日焼け防止＆冷却効果

真夏の自転車は危険がいっぱい

ウェア・装備編

冷感インナーウェア

ヘルメットインナー

日焼け止め 帽子

日傘

アームカバー

冷感タオル

ネッククーラー

保冷ボトル

サドルメッシュカバー ハンディファン

サングラス

携帯ミスト
スプレーボトル

氷タオルを携帯！
真空ステンレス
ボトルに内蔵

・こまめな水分＆電解質補給（15〜20分ごと）
・保冷ボトルで冷たいドリンクを携帯
・手のひら冷却法で身体全体の温度をさげる
・首元に冷感タオル or 保冷剤入りバンダナを巻く
・走行前後は木陰やエアコン環境で身体を冷却

・ルートは木陰や川沿いなど

涼しいエリアを選ぶ

・休憩ポイント（コンビニ・自販機）を

事前確認

夏ライドの
心 得

しっかり対策して、夏の自転車を安全・快適に！

神奈川県厚木市中町2-1-1 KSビル3F

（編集・発行） （コールセンター）
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